
教科シラバス（ 工業：環境化学科 ） 
 

科 
目 
名 

技術探究 

履修学年 履修単位 履修形態 授業形態 

１ １ 必修 一斉 

使 用 教 科 書 ・ 副 教 材 ・ 準 備 物 

『キャリアパスポート』（工場見学日程表、工場見学レポート、プリント資料、 
｢技術探究｣に係わる工場見学についての感想文） 

科 目 の 概 要 学 習 目 標 

学校設定科目「技術探究（１単位）」を必修とし
て工場見学を年間３回実施することにより、今後
どのように学習に取り組むべきかを考えさせ、２
年生の「インターンシップ」での技術実習や、３
年生の課題研究、実習等につなげる。 

  工場見学を年間３回実施することにより、興
味・関心の持てる職種や習得したい技術・技能分
野の研究と、今後の学習への取り組みについて考
えさせる。 

年 間 学 習 プ ロ グ ラ ム 

 学 習 内 容 学 習 の ね ら い 

工
場
見
学
に
関
す
る
学
習 

 
１ 工場見学の意義について 
 
 
 
 
 
 
２ 工場見学の事前指導と準備 
 
 
３ 工場見学実施 
 
 
 
 
４ 工場見学の事後指導とまとめ 
  （生徒アンケート実施と分析） 
 

 
・工場見学の意義について説明することにより、
工場見学を通して産業や職業の現場を知るこ
とで、自己の将来の生き方や進路を考えさせる
とともに、望ましい勤労観や職業観について考
え、自分に適している職業や、将来の設計につ
いて考えさせる。 

 
・工場見学の意義と目的を確認させ、見学時の心
構えを確認させる。 

 
・産業界の現場での生きた技術・技能を見学し、
学校での学習と産業との関係について考えさ
せる。 
疑問があれば積極的に質問をさせる。 

 
・工場見学のまとめとして、受入れ企業への感謝
の気持ちと、見学で得た知識を今後の学習活動
にどのように取り入れるか考えさせる。 

評 価 の 観 点 及 び 内 容 

知識・技術 
工業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、相互に関連付けられた

技術を身に付けることができる。 

思考・判断・

表現 
工業に関する課題を発見し、工業に携わる者として独創的に解決策を探求し、科学

的な根拠に基づき創造的に解決する力を養うことができる。 

主体的に学

習に取り組

む態度 

 課題を解決する力の向上を目指して自ら学び、工業の発展や社会貢献に主体的かつ
協働的に取り組む態度を養うことができる。 

評価方法及びその他留意事項 

工場見学時の、見学態度の評価(時間厳守、服装、あいさつ、積極性、協調性、質問など)と学校で
の評価（事前・事後指導、工場見学のレポート内容、など）を合わせ総合的に評価する。 

 


